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令和８年度 

第２回帯広市スポーツ推進審議会 会議録 

 
〈日 時〉  令和８年９月１１日（金）１８：３０～１９：１０ 

 

〈場 所〉  帯広市役所１０階 第５Ａ会議室 

 

〈出席者〉  川上 義史   帯広市医師会 

       藤井 亜佑子  帯広畜産大学 

川口 文恵   総合型地域スポーツクラブクローバー総体クラブ 

久保田 博己  帯広市青少年育成者連絡協議会 

小林 康利   帯広市スポーツ協会 

菅原 秀一   一般公募 

野村 勇    帯広市スポーツ協会 

萩原 徳幸   帯広市中学校体育連盟 

東出 俊一   一般公募 

松岡 義文   帯広市スポーツ協会 

矢野 広光   帯広市ＰＴＡ連合会 

柚原 俊一   一般公募 

渡部 小百合  帯広市スポーツ推進委員協議会 

      (事務局) 

       佐藤室長、千葉係長 

 

＜欠席者＞   

河西 智子   帯広市スポーツ協会 

千葉 佳貴   北海道高等学校体育連盟十勝支部 

 

１ 開会 

   ・出席委員が過半数に達したため本審議会は成立（１５名中１３名出席）。 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議題（協議事項） 

  「令和８年度帯広市スポーツ賞・スポーツ奨励賞の選考について」 

   ・選考資料の規則等について事務局より説明。 

   ・９月９日（水）に開催された専門部会の選考結果について、部会長より報告。 
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  （意見・質疑等） 

 

【委  員】  推薦要領第 3 条３号の大会規模「概ね 10 人」の「概ね」という言葉

をとり、はっきりとした数字にした方が良いのでは？ 

 

【委  員】   年度により状況が変わることや、審議会メンバーが代わることもある

ため、明確な基準を決めておくべきでは。 

 

【委  員】   インターハイやオリンピックでも入賞は８位までであることから、８

という数字は概ね 10 の代替として社会的にも妥当であり、明確にしたほ

うが良い。 

 

   【委  員】   少子化や新しいスポーツの誕生を考えると、こうしたエントリー数が

少ないケースは今後増えるはず。選手たちが努力して成績を残しても除

外されるのは不本意でもある。 

 

   【事 務 局】   過去の経緯を確認したうえで、審議会のご意見を伺いながら、推薦要

領見直しの検討を進めていきたい。 

 

   ・令和８年度帯広市スポーツ賞・スポーツ奨励賞の候補者について、部会長報告のとおり 

承認。 ※選考結果は非公表 

 

４ その他 

   ・スポーツ賞・スポーツ奨励賞について今後のスケジュールを事務局より説明。 

 

５ 閉会 


